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˔ॴଐ　無所属
˔職業　農業
˔झຯ　登山
ӈの࠲˔
　「真実一路」

�

み�

よ�

し
　
　�

い�

く�

お

三
好  

郁
雄  

議
員
　
　
　
当�

３
回

˔ॴଐ　無所属
˔職業　農業
˔झຯ　スポーツ
ӈの࠲˔
　「希望」

�

し
ら
か
わ
　���

ま�

さ�

き

白
川  

正
樹  

議
員
　
　
　
当�

４
回

˔ॴଐ　無所属
˔職業　農業
˔झຯ　読書
ӈの࠲˔
　「我以外皆我師」

�

し
ら
か
わ
　���

み�

な�

お

白
川  

皆
男  

議
員
　
　
　
当�

５
回

˔ॴଐ　無所属
˔職業　農業
˔झຯ　和太鼓
ӈの࠲˔
　「最善を尽くす」

�

お
お
に
し
　�

し
げ
き

大
西  

樹  

議
員
　
　
　
　�

当�

７
回

˔ॴଐ　無所属
˔職業　会社員
˔झຯ　養蜂・きのこ栽培
ӈの࠲˔
　「雨だれ石を穿つ」

�

こ�

や�

ま
　����

な�

お�

き

小
山  

直
樹  

議
員
　
　
　
当�

１
回

˔ॴଐ　本共産党
˔職業　団体職員
˔झຯ　散歩・読書・
　　　　絵画
ӈの࠲˔
　「知は力」

き
ょ
う
か
ね����

あ�

い�

こ

京
兼  

愛
子  

議
員
　
　
　
当�

１
回

˔ॴଐ　無所属
˔職業　無職
˔झຯ　舞踊・カラオケ
ӈの࠲˔
　「清く正しく美しく」

た
け
ば
や
し
　�
ま
さ
ひ
で

竹
林  
昌
秀  

議
員
　
　
　
当�

２
回

˔ॴଐ　無所属
˔職業　農業
˔झຯ　帽子の収集・
　　　　寺社探訪
ӈの࠲˔
　「「住民本意」で、レッツ！」

�

ご�

う�

だ
　����

ま�

さ�

お

合
田  

正
夫  

議
員
　
　
　
当�

３
回

˔ॴଐ　無所属
˔職業　農業
˔झຯ　カラオケ
ӈの࠲˔
　「日々努力」

�

た�

お�

か
　����

ひ
で
と
し

田
岡  

秀
俊  

議
長
　
　
　
当�

３
回

˔ॴଐ　無所属
˔職業　自営業
˔झຯ　読書・旅行
ӈの࠲˔
　「終始一誠意」

�

か
わ
に
し
　����

ま����

き����

こ

川
西  

米
希
子  
副
議
長
　
当�

３
回

˔ॴଐ　公明党
˔職業　政党役員
˔झຯ　ガーデニング・読書
ӈの࠲˔
　「朗らかに誠実に　
　　　　 信念の道を」

�

す�

ず�

き
　
　�

た
か
ひ
ろ

鈴
木  

崇
容  

議
員
　
　
　
当�

１
回

˔ॴଐ　無所属
˔職業　農業
˔झຯ　読書・ゴルフ
ӈの࠲˔
　「意識は知識」

�

つ
ね
か
ね
　�

め
ぐ
み

常
包  

恵  

議
員
　
　
　
　�

当�

１
回

˔ॴଐ　無所属
˔職業　無職
˔झຯ　愛犬と遊ぶ
ӈの࠲˔
　「一人の力は微力、
　 でも無力ではない」
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平成30年度当初予算 （単位：円、％）

▲減額

11�ԯ2200ສ

5�ԯ�9�0ສ

22ԯ�510ສ

21ԯ�020ສ

�50ສ

�0�0ສ

2ԯ�0�0ສ

25ԯ�100ສ

2ԯ1000ສ

��00ສ

5990ສ

1��ԯ��1�0ສ

5�ԯ2�20ສ

28ԯ��210ສ

2�ԯ9500ສ

�280ສ

���0ສ

2ԯ5�20ສ

2�ԯ�0�0ສ

2ԯ���50ສ

28�0ສ

��80ສ

1�5ԯ���20ສ

˛��ԯ���0ສ

˛5ԯ5�00ສ

˛5ԯ2�80ສ

˛28�0ສ

˛�90ສ

1��0ສ

1ԯ90�0ສ

�50ສ

��0ສ

˛�90ສ

　�1ԯ95�0ສ

˛���1

˛19�9

�˛19�5

˛8���

˛5�2

��5

8�0

1��

1���

˛����

�1�2

5ԯ�200ສ �5�0

ಛผձ計ݥ民健康อࠃ

　　צఆ（ࣃՊ）

　　事業צఆ

　　צఆ（内Պ）

ҩྍಛผձ計ऀྸߴ期ޙ

հޢอݥಛผձ計

Լਫ道ಛผձ計

農業集落ഉਫಛผձ計

ড়化૧උਪਐ事業ಛผձ計

名　　　　　শ

合　　　　　計

ฏ�0年
ॳ༧ֹࢉ

10�ԯ8000ສ

ฏ29年
ॳ༧ֹࢉ

ൺ　　　　　　ֱ
ֹݮ૿ ˋݮ૿

一ൠձ計

ಛผձ計

町 ੫
܁ 入 ۚ
ަ  ۚ 
地 方 ަ  ੫
ࠃ ・ ݝ ࢧ 出 ۚ
町 ࠴
ެ ࠴ අ
ࣗ ओ ࡒ ݯ
ґ ଘ ࡒ ݯ

ʜʜ�町民がೲめる੫ （ۚ町民੫、ݻఆࢿ産੫、ܰ ࣗ動ं੫、たこ੫ͳど）
ʜʜ�町の༬ۚをԼΖしてう͓ۚ　ଞձ計ۚجかΒ取り入れるۚࢿ
ʜʜ�ফඅ੫ΨιϦン੫ͳどかΒ地方へ͞れる͓ۚ
ʜʜ�࣏ࣗମӡӦのߧۉをอつため、ࠃ੫（ॴಘ੫、法人੫、ञ੫ͳど）の一෦かΒ͞れる͓ۚ
ʜʜ�ܾまͬた目తにうため、ͦ のඅ用の一෦またはશ෦がࠃݝかΒަ͞れる͓ۚ
ʜʜ�町がେ͖ͳ事業をߦうためआり入れる͓ۚ
ʜʜ�町࠴をฦ済するための͓ۚ
ʜʜ�町がࣗલͰうことがͰ͖る͓ۚ
ʜʜ�地方ަ੫町のआ入ۚ、ݝ・ࠃのิॿۚͳどにཔる͓ۚ

用語の説明

平成30年度予算総額  167億160万円可決
5年後、10年後を見据えた政策を

　平成30年第1回3月定例会は、2月26日から3月14日までの17日間で開会。条例
の制定及び一部改正、平成29年度補正予算、平成30年度当初予算など47議案を慎重審
議の上、全会一致で可決。合併特例期間が終了する平成33年度には10億円余りの減収と
なりますが、今年度も学校教育の充実、生涯学習の支援、次世代育成の支援、高齢者福祉
の充実、生活基盤の整備など住みやすいまちづくりをめざします。

一般会計歳出予算の内訳（使いみち）

一般会計歳入予算の内訳（入ってくるお金）

自主財源

町税　（17.0％）
19億2641万2千円 繰入金（11.6％）

13億666万3千円
繰越金（2.2％）
2億5000万円
財産収入（1.9％）
2億1214万2千円
分担金及び負担金（1.0％）
1億1349万8千円
使用料及び手数料（0.8％）
9018万4千円
寄付金（0.1％）
1650万1千円
諸収入（1.6％）
1億8533万円

地方交付税（32.9％）
37億2800万円

町債（11.2％）
12億6140万円
町債（11.2％）
12億6140万円

県支出金（8.7％）
9億8083万3千円
県支出金（8.7％）

9億8083万3千円

国庫支出金（6.7％）
7億5833万1千円
国庫支出金（6.7％）
7億5833万1千円

その他交付金（4.3％）
4億9270万6千円
その他交付金（4.3％）
4億9270万6千円

36.2％依存財源
63.8％

民生費（31.1％）
35億2579万7千円
民生費（31.1％）
35億2579万7千円

総務費（13.9％）
15億7838万5千円

教育費（13.1％）
14億8016万2千円

公債費（12.6％）
14億2537万3千円

農林水産費（8.2％）
9億3403万4千円

土木費（5.4％）
6億1166万6千円

衛生費（5.9％）
6億6306万7千円

消防費（5.5％）
6億1873万9千円

商工費（2.2％）2億5131万7千円商工費（2.2％）2億5131万7千円
議会費（1.2％）1億3457万1千円
諸支出金費（0.8％）9006万4千円

災害復旧費（0.0％）1万2千円
労働費（0.0％）381万3千円

予備費（0.0％）500万円

一般会計　113億2200万円
　　　（対前年度比5憶4200万円増、対前年度比5.0％増）

特別会計　   53億7960万円
　　　（対前年度比3億4660万円減、対前年度比6.1％減）
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平成30年度当初予算 （単位：円、％）

▲減額
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ಛผձ計ݥ民健康อࠃ

　　צఆ（ࣃՊ）

　　事業צఆ

　　צఆ（内Պ）

ҩྍಛผձ計ऀྸߴ期ޙ

հޢอݥಛผձ計

Լਫ道ಛผձ計

農業集落ഉਫಛผձ計

ড়化૧උਪਐ事業ಛผձ計

名　　　　　শ

合　　　　　計

ฏ�0年
ॳ༧ֹࢉ

10�ԯ8000ສ

ฏ29年
ॳ༧ֹࢉ

ൺ　　　　　　ֱ
ֹݮ૿ ˋݮ૿

一ൠձ計

ಛผձ計

町 ੫
܁ 入 ۚ
ަ  ۚ 
地 方 ަ  ੫
ࠃ ・ ݝ ࢧ 出 ۚ
町 ࠴
ެ ࠴ අ
ࣗ ओ ࡒ ݯ
ґ ଘ ࡒ ݯ

ʜʜ�町民がೲめる੫ （ۚ町民੫、ݻఆࢿ産੫、ܰ ࣗ動ं੫、たこ੫ͳど）
ʜʜ�町の༬ۚをԼΖしてう͓ۚ　ଞձ計ۚجかΒ取り入れるۚࢿ
ʜʜ�ফඅ੫ΨιϦン੫ͳどかΒ地方へ͞れる͓ۚ
ʜʜ�࣏ࣗମӡӦのߧۉをอつため、ࠃ੫（ॴಘ੫、法人੫、ञ੫ͳど）の一෦かΒ͞れる͓ۚ
ʜʜ�ܾまͬた目తにうため、ͦ のඅ用の一෦またはશ෦がࠃݝかΒަ͞れる͓ۚ
ʜʜ�町がେ͖ͳ事業をߦうためआり入れる͓ۚ
ʜʜ�町࠴をฦ済するための͓ۚ
ʜʜ�町がࣗલͰうことがͰ͖る͓ۚ
ʜʜ�地方ަ੫町のआ入ۚ、ݝ・ࠃのิॿۚͳどにཔる͓ۚ

用語の説明

平成30年度予算総額  167億160万円可決
5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を5年後、10年後を見据えた政策を

　平成30年第1回3月定例会は、2月26日から3月14日までの17日間で開会。条例
の制定及び一部改正、平成29年度補正予算、平成30年度当初予算など47議案を慎重審
議の上、全会一致で可決。合併特例期間が終了する平成33年度には10億円余りの減収と
なりますが、今年度も学校教育の充実、生涯学習の支援、次世代育成の支援、高齢者福祉
の充実、生活基盤の整備など住みやすいまちづくりをめざします。

一般会計歳出予算の内訳（使いみち）

一般会計歳入予算の内訳（入ってくるお金）

自主財源

町税　（17.0％）
19億2641万2千円 繰入金（11.6％）

13億666万3千円
繰越金（2.2％）
2億5000万円
財産収入（1.9％）
2億1214万2千円
分担金及び負担金（1.0％）
1億1349万8千円
使用料及び手数料（0.8％）
9018万4千円
寄付金（0.1％）
1650万1千円
諸収入（1.6％）
1億8533万円

地方交付税（32.9％）
37億2800万円

町債（11.2％）
12億6140万円
町債（11.2％）
12億6140万円

県支出金（8.7％）
9億8083万3千円
県支出金（8.7％）

9億8083万3千円

国庫支出金（6.7％）
7億5833万1千円
国庫支出金（6.7％）
7億5833万1千円

その他交付金（4.3％）
4億9270万6千円
その他交付金（4.3％）
4億9270万6千円

36.2％依存財源
63.8％

民生費（31.1％）
35億2579万7千円
民生費（31.1％）
35億2579万7千円

総務費（13.9％）
15億7838万5千円

教育費（13.1％）
14億8016万2千円

公債費（12.6％）
14億2537万3千円

農林水産費（8.2％）
9億3403万4千円

土木費（5.4％）
6億1166万6千円

衛生費（5.9％）
6億6306万7千円

消防費（5.5％）
6億1873万9千円

商工費（2.2％）2億5131万7千円商工費（2.2％）2億5131万7千円
議会費（1.2％）1億3457万1千円
諸支出金費（0.8％）9006万4千円

災害復旧費（0.0％）1万2千円
労働費（0.0％）381万3千円

予備費（0.0％）500万円

一般会計　113億2200万円
　　　（対前年度比5憶4200万円増、対前年度比5.0％増）

特別会計　   53億7960万円
　　　（対前年度比3億4660万円減、対前年度比6.1％減）
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˔৽ن事業　˔֦ॆ事業　˔ܧଓ事業　　目的別事業名 予算額（概算）

ここに
　注目！

当初予算の重点施策平成
30年度

学校教育の充実

生涯学習の支援

次世代育成の支援

高齢者福祉の充実

生活基盤の整備

生活安全対策の充実

農林業の振興

活力創造と改革

1億3500万円

1億5570万円

1億1370万円
3800万円
890万円

1億9050万円

6040万円
1億6760万円

2350万円
2000万円
2410万円

1410万円
1650万円
540万円
450万円

6810万円

˔南খ学校େن改म事業

˔ਆެ民ؗݐ設事業

˔いΖはอҭॴඋަۚ事業
˔満濃南こども園施設උ事業
˔খ中学校・こども園　防ࡂ用۩උ事業　

˔すΒ͗改म事業

ྊ・町道長ण໋化事業ڮ˔
˔町道ҡ࣋मસ事業　

˔地Ҭ防ࡂ計ը࡞事業
˔٢ମҭؗ改म事業　
˔ফ防防ࡂ施設උ事業

˔有害ௗ्ඃ害対策事業
˔地Ҭをࢧえる集落Ӧ農Ճ化事業
˔ཬࢁ・ݯࢿࡐ利用ྛ振興事業
˔ҭ・みどりの学校ਪਐ ・ྛ
　ྛ業ීٴ事業

˔地方創生関連事業
（南ະ来ձ議��ۏ）　

平成29年度 ３月補正の主な内容（一般会計）

平成29年度３月補正予算 

平成29年度 ３月補正の主な内容（特別会計）
事 業 名 目的別名 補正予算額

事 業 名 目的別名 補正予算額

ձ��計��名 ิ��ਖ਼��ֹ ༧ࢉ૯ֹ

一�ൠ�ձ�計

ಛ�ผ�ձ�計

ਫ道事業ձ計
ऩӹతऩ入

ऩӹతࢧ出

保険財政共同安定化事業拠出金 ▲8581万3千円国民健康保険

国民健康保険介護納付金 ▲4724万9千円

畜産クラスター事業補助金 ▲1億3380万円農林水産業費

土木費町道長寿命化修繕事業 ▲5200万円

˛̍ ԯ2011ສԁ 11�ԯ1�59ສԁ

˛2ԯ1�91ສԁ 5�ԯ�1�0ສԁ

　9�2ສ1ઍԁ 　1ԯ�101ສ9ઍԁ

　12�0ສԁ 　　�ԯ80�ສ�ઍԁ

平
成
30
年
３
月
定
例
会

開
催
期
間 

２
月
26
日

　
　
　
　〜
３
月
14
日（
17
日
間
）

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
案
）、

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）・
条
例

の
制
定
等
47
議
案
の
審
査
を
行
い
原
案

通
り
可
決
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告
２
件
。
専
決
処
分
の

承
認
と
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意

等
７
議
案
を
可
決
承
認
し
た
。

平
成
30
年
第
１
回
臨
時
会

開
催
日
　４
月
27
日

今後の予算執行において充分にチェック機能を果たしていきます。
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予算状況３月定例会/第１回臨時会



˔৽ن事業　˔֦ॆ事業　˔ܧଓ事業　　目的別事業名 予算額（概算）

ここに
　注目！
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1億5570万円

1億1370万円
3800万円
890万円

1億9050万円
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6810万円

˔南খ学校େن改म事業

˔ਆެ民ؗݐ設事業

˔いΖはอҭॴඋަۚ事業
˔満濃南こども園施設උ事業
˔খ中学校・こども園　防ࡂ用۩උ事業　
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ྊ・町道長ण໋化事業ڮ˔
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˔٢ମҭؗ改म事業　
˔ফ防防ࡂ施設උ事業

˔有害ௗ्ඃ害対策事業
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　ྛ業ීٴ事業
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（南ະ来ձ議��ۏ）　
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平成29年度 ３月補正の主な内容（特別会計）
事 業 名 目的別名 補正予算額

事 業 名 目的別名 補正予算額
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予算状況３月定例会/第１回臨時会



議
案
第
15
号

議
案
第
16
号

議
案
第
46
号

議
案
第
30
号

議
案
第
34
号

議
案
第
44
号

議
案
第
45
号

Ҭ化とͳるਫ道事業

まんのう町Ͱ৽たͳスλート（イϝージ）

●
平
成
30
年

３
月
定
例
会
　 

即
決
案
件

　 

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

町
情
報
公
開
条
例
等
の
一
部
改
正

　
香
川
県
広
域
水
道
企
業
団
に
加
入
し

た
た
め
水
道
事
業
に
関
す
る
文
言
を
削

除
し
た
。

議
案
第
４
号

町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正

　
個
人
情
報
の
該
当
項
目
を
細
か
く
規

定
し
た
。

町
地
域
木
材
利
用
促
進
条
例
の

一
部
改
正

　
補
助
金
の
交
付
対
象
の
数
値
を
下
げ

利
用
し
や
す
く
し
た
。

町
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
の

人
員
、
設
備
・
運
営
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
っ
て

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定
権

限
が
県
か
ら
町
に
移
譲
し
た
。

町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　
議
案
第
７
号
に
伴
い
県
が
行
っ
て
い

た
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定

申
請
手
数
料
及
び
更
新
手
数
料
の
改
正

を
し
た
。

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　「
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
」を「
町

の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す

る
協
議
会
」
に
文
言
を
変
更
し
た
。

町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　
公
園
施
設
と
し
て
設
け
ら
れ
る
建
築

物
の
建
築
面
積
に
関
す
る
基
準
を
追
加

し
た
。

町
国
民
健
康
保
険
歯
科
診
療
所
条
例

の
一
部
改
正

　
美
合
歯
科
診
療
所
を
廃
止
し
た
た
め
、

美
合
診
療
所
を
条
例
か
ら
削
除
し
た
。

町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
条
例
の
一

部
改
正

　
造
田
診
療
所
が
琴
南
支
所
内
に
移
転

し
た
た
め
、
条
例
内
の
造
田
診
療
所
の

位
置
を
変
更
し
た
。

町
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
等
の
廃
止

　
町
水
道
事
業
の
条
例
等
を
廃
止
し
た
。

県
広
域
水
道
事
業
体
設
立
準
備
協
議

会
の
廃
止

　
企
業
団
設
置
に
よ
り
準
備
協
議
会
を

廃
止
し
た
。

平
成
29
年
度
町
下
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
案
）（
第
１
号
）

　
中
讃
等
流
域
下
水
道
建
設
負
担
金
を

翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
。

固
定
資
産
評
価
員
選
任
の
同
意

　
〇
四
条
　
　
　
　
栗
田
　
昭
彦
　
氏

町
農
業
委
員
会
の
任
命
に
つ
き
認
定

農
業
者
が
委
員
の
過
半
数
を
占
め
る

こ
と
を
要
し
な
い
場
合
の
同
意

　
委
員
の
少
な
く
と
も
４
分
の
１
を
認

定
農
業
者
及
び
準
ず
る
者
に
す
る
同
意

を
し
た
。

町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　
議
会
が
同
意
し
た
。

　◯
炭
所
東
　
　
　 
三
原
　
俊
雄
　
氏

　◯
炭
所
西
　
　
　 

曽
我
部
宗
男
　
氏

　◯
長
尾
　
　
　
　 

鈴
木
多
計
士
　
氏

　◯
吉
野
　
　
　
　 

藤
井
　
　
清
　
氏

　◯
吉
野
　
　
　
　 

秦
　
　
　
守
　
氏

　◯
岸
上
　
　
　
　 

今
田
　
義
則
　
氏

　◯
四
条
　
　
　
　 

亀
田
　
安
信
　
氏

　◯
吉
野
下
　
　
　 

中
浦
　
　
優
　
氏

　◯
東
高
篠
　
　
　 

近
藤
　
重
義
　
氏

　◯
西
高
篠
　
　
　 

白
川
　
　
修
　
氏

　◯
造
田
　
　
　
　 

奥
山
　
則
国
　
氏

　◯
造
田
　
　
　
　 

黒
田
　
啓
子
　
氏

　◯
中
通
　
　
　
　 

山
口
　
靖
永
　
氏

　◯
川
東
　
　
　
　 

兼
若
　
順
二
　
氏

　◯
七
箇
　
　
　
　 

林
　
　
一
典
　
氏

　◯
七
箇
　
　
　
　 

高
井
　
　
忠
　
氏

　◯
帆
山
　
　
　
　 

岩
倉
　
節
夫
　
氏

　◯
宮
田
　
　
　
　 

細
川
　
憲
志
　
氏

　◯
佐
文
　
　
　
　 

白
川
　
清
茂
　
氏

※

平
成
30
年
７
月
20
日
か
ら
任
期
開
始

　
と
な
り
ま
す
。

ݙߩॴ内にҠ転し、͞Βに地Ҭҩྍにࢧ南ۏ

議
案
第
８
号

議
案
第
11
号

議
案
第
７
号

議
案
第
13
号

議
案
第
14
号
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号
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号
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案
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号
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案
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号

議
案
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議
案
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号

議
案
第

議
案
第

議
案
第

議
案
第
16
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通
常
で
あ
り
、
近
い
う
ち
に
計
画
を
立
て

る
必
要
が
あ
る
。

【
委
員
】
職
員
研
修
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

【
執
行
部
】
経
営
診
断
士
の
報
告
書
の
と

お
り
、
従
業
員
に
対
す
る
計
画
的
な
人
材

育
成
が
出
来
て
い
な
い
。従
業
員
の
接
客
、

電
話
対
応
の
向
上
、
経
営
層
の
経
営
管
理

を
向
上
さ
せ
る
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
今
一
歩
踏
み
込
ん
だ
具
体
的
な
研

修
を
推
進
し
た
い
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
案
）（
第
５
号
）

　
１
億
２
千
10
万
９
千
円
の
減
額
補
正

　
補
正
後
１
１
４
億
１
千
６
５
８
万
５
千
円

　
事
業
費
が
確
定
ま
た
は
確
定
見
込
み
に

な
っ
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
財
産
管
理
費
の
工
事
費
の
減
額

の
主
な
理
由
は
何
か
。

【
執
行
部
】
高
篠
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

横
に
あ
る
個
人
か
ら
町
に
寄
付
さ
れ
た
建

物
を
取
り
壊
す
予
定
に
し
て
い
た
が
、
相

続
登
記
の
関
係
で
取
り
壊
し
が
出
来
な

か
っ
た
た
め
の
減
額
で
あ
る
。

【
委
員
】
納
付
率
の
影
響
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

【
執
行
部
】
長
所
と
し
て
は
、
６
期
か
ら

８
期
に
増
や
す
と
１
回
に
収
め
る
税
額
が

少
額
に
な
る
の
で
収
め
や
す
く
な
る
。
短

所
と
し
て
は
、
催
促
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
の
郵
送
代
が
増
え
る
。

町
子
ど
も
女
性
ひ
ま
わ
り
基
金
条
例

の
制
定

　
子
ど
も
に
関
す
る
悩

み
を
抱
え
る
人
、
ま
た

は
家
庭
内
の
問
題
に
悩

ん
で
い
る
女
性
を
救
済

す
る
た
め
の
相
談
事
業

等
に
要
す
る
経
費
に
充

て
る
た
め
基
金
を
設
置

し
た
。

町
心
身
障
害
者
福
祉

年
金
条
例
の
一
部
改

正　
平
成
19
年
改
正
以
来

10
年
が
経
過
し
た
。
こ

の
間
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
者
も
増
加
し
た
。

ԉࣨࢧかりんԹઘ地に৽設͞れた子ҭてچ Նに͗ΘうԘ入;れ͋いϩッジ

議
案
第
10
号

議
案
第
12
号

議
案
第
５
号

教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託

議
案
第
６
号

付
託
案
件

　
執
行
部
に
必
要
書
類
の
提
出
と
詳
細
な

説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

町
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
設
置
及
び
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
六
次
産
業
と
は
、
ど
の
よ
う
な

意
味
な
の
か
。

【
執
行
部
】
地
元
で
生
産
し
た
一
次
産
業

の
原
材
料
を
二
次
産
業
と
し
て
加
工
し
、

三
次
産
業
と
し
て
、
販
売
に
繋
げ
る
。
こ

の
一
連
の
流
れ
を
六
次
産
業
と
位
置
付
け

て
い
る
。

【
委
員
】
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の

開
催
は
予
定
し
て
い
る
の
か
。

【
執
行
部
】
４
月
は
機
械
の
試
験
運
転
等

が
あ
り
、
態
勢
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、

５
月
初
旬
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

議
案
第
３
号

議
案
第
17
号
〜
第
27
号

総
務
常
任
委
員
会
付
託

議
案
第
31
号

議
案
第
37
号

　
執
行
部
に
必
要
書
類
の
提
出
と
詳
細
な

説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
国
保
運
営
協
議
会
で
ど
の
よ
う

な
意
見
が
あ
っ
た
の
か
。

【
執
行
部
】
過
去
に
は
保
険
料
が
上
が
っ

た
方
か
ら
、
そ
の
理
由
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　
エ
ピ
ア
み
か
ど
・
琴
南
健
康
ふ
れ
あ
い

の
里
・
琴
南
高
齢
者
婦
人
活
動
セ
ン
タ
ー
・

大
川
山
キ
ャ
ン
プ
場
を
こ
と
な
み
振
興
公

社
へ
。
塩
入
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
塩
入

ふ
れ
あ
い
ロ
ッ
ジ
・
塩
入
ふ
る
さ
と
研
修

館
・
塩
入
健
康
セ
ン
タ
ー
・
仲
南
特
産
品

セ
ン
タ
ー
・
仲
南
道
の
駅
交
流
セ
ン
タ
ー
・

二
宮
飛
行
館
を
仲
南
振
興
公
社
へ
。
そ
れ

ぞ
れ
期
間
を
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
、

平
成
35
年
３
月
31
日
ま
で
と
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い

て
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
執
行
部
】
温
泉
部
門
に
お
い
て
は
水
回

り
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
考
え
て
い
る
。
10

年
か
ら
15
年
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
の
が

こ
の
こ
と
へ
の
対
応
、
居
住
要
件
の
明
確

化
の
た
め
条
例
を
改
正
し
た
。

町
健
康
生
き
が
い
支
援
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正

　
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
新
た
に
子
育
て
支

援
室
を
設
け
使
用
時
間
と
使
用
料
を
定
め

た
。

平
成
30
年
度
一
般
予
算
（
案
）

　
執
行
部
か
ら
予
算
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
が
あ
り
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

　
予
算
規
模
や
財
政
動
向
を
踏
ま
え
、
町

政
を
進
め
る
上
で
長
期
的
展
望
に
立
つ
必

要
性
が
あ
る
こ
と
を
執
行
部
と
合
意
し
、

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
双
方
で
早
急

に
緊
密
な
話
し
合
い
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
み
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

議
案
第
47
号

　
平
成
29
年
度
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
ろ
く
さ
ん
会
館
）
改
修
工
事

【
変
更
増
の
契
約
金
額
】

　
　
　
　
　
　
金
７
０
５
万
２
千
４
百
円

【
既
契
約
金
額
】

　
　
　
　
　
　
金
５
千
４
８
６
万
４
千
円

【
契
約
相
手
】

　
ま
ん
の
う
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
　
　
代
表
者
　
株
式
会
社
　
七
箇
工
業

　
　
　
代
表
取
締
役
　
山
下
　
美
博
　

地方創生のڌをඋ（Ζ͘͞んձؗ）
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通
常
で
あ
り
、
近
い
う
ち
に
計
画
を
立
て

る
必
要
が
あ
る
。

【
委
員
】
職
員
研
修
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

【
執
行
部
】
経
営
診
断
士
の
報
告
書
の
と

お
り
、
従
業
員
に
対
す
る
計
画
的
な
人
材

育
成
が
出
来
て
い
な
い
。従
業
員
の
接
客
、

電
話
対
応
の
向
上
、
経
営
層
の
経
営
管
理

を
向
上
さ
せ
る
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
今
一
歩
踏
み
込
ん
だ
具
体
的
な
研

修
を
推
進
し
た
い
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
案
）（
第
５
号
）

　
１
億
２
千
10
万
９
千
円
の
減
額
補
正

　
補
正
後
１
１
４
億
１
千
６
５
８
万
５
千
円

　
事
業
費
が
確
定
ま
た
は
確
定
見
込
み
に

な
っ
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
財
産
管
理
費
の
工
事
費
の
減
額

の
主
な
理
由
は
何
か
。

【
執
行
部
】
高
篠
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

横
に
あ
る
個
人
か
ら
町
に
寄
付
さ
れ
た
建

物
を
取
り
壊
す
予
定
に
し
て
い
た
が
、
相

続
登
記
の
関
係
で
取
り
壊
し
が
出
来
な

か
っ
た
た
め
の
減
額
で
あ
る
。

【
委
員
】
納
付
率
の
影
響
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

【
執
行
部
】
長
所
と
し
て
は
、
６
期
か
ら

８
期
に
増
や
す
と
１
回
に
収
め
る
税
額
が

少
額
に
な
る
の
で
収
め
や
す
く
な
る
。
短

所
と
し
て
は
、
催
促
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
の
郵
送
代
が
増
え
る
。

町
子
ど
も
女
性
ひ
ま
わ
り
基
金
条
例

の
制
定

　
子
ど
も
に
関
す
る
悩

み
を
抱
え
る
人
、
ま
た

は
家
庭
内
の
問
題
に
悩

ん
で
い
る
女
性
を
救
済

す
る
た
め
の
相
談
事
業

等
に
要
す
る
経
費
に
充

て
る
た
め
基
金
を
設
置

し
た
。

町
心
身
障
害
者
福
祉

年
金
条
例
の
一
部
改

正　
平
成
19
年
改
正
以
来

10
年
が
経
過
し
た
。
こ

の
間
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
者
も
増
加
し
た
。

ԉࣨࢧかりんԹઘ地に৽設͞れた子ҭてچ Նに͗ΘうԘ入;れ͋いϩッジ

議
案
第
10
号

議
案
第
12
号

議
案
第
５
号

教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託

議
案
第
６
号

付
託
案
件

　
執
行
部
に
必
要
書
類
の
提
出
と
詳
細
な

説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

町
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
設
置
及
び
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
六
次
産
業
と
は
、
ど
の
よ
う
な

意
味
な
の
か
。

【
執
行
部
】
地
元
で
生
産
し
た
一
次
産
業

の
原
材
料
を
二
次
産
業
と
し
て
加
工
し
、

三
次
産
業
と
し
て
、
販
売
に
繋
げ
る
。
こ

の
一
連
の
流
れ
を
六
次
産
業
と
位
置
付
け

て
い
る
。

【
委
員
】
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の

開
催
は
予
定
し
て
い
る
の
か
。

【
執
行
部
】
４
月
は
機
械
の
試
験
運
転
等

が
あ
り
、
態
勢
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、

５
月
初
旬
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

議
案
第
３
号

議
案
第
17
号
〜
第
27
号

総
務
常
任
委
員
会
付
託

議
案
第
31
号

議
案
第
37
号

　
執
行
部
に
必
要
書
類
の
提
出
と
詳
細
な

説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
国
保
運
営
協
議
会
で
ど
の
よ
う

な
意
見
が
あ
っ
た
の
か
。

【
執
行
部
】
過
去
に
は
保
険
料
が
上
が
っ

た
方
か
ら
、
そ
の
理
由
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　
エ
ピ
ア
み
か
ど
・
琴
南
健
康
ふ
れ
あ
い

の
里
・
琴
南
高
齢
者
婦
人
活
動
セ
ン
タ
ー
・

大
川
山
キ
ャ
ン
プ
場
を
こ
と
な
み
振
興
公

社
へ
。
塩
入
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
塩
入

ふ
れ
あ
い
ロ
ッ
ジ
・
塩
入
ふ
る
さ
と
研
修

館
・
塩
入
健
康
セ
ン
タ
ー
・
仲
南
特
産
品

セ
ン
タ
ー
・
仲
南
道
の
駅
交
流
セ
ン
タ
ー
・

二
宮
飛
行
館
を
仲
南
振
興
公
社
へ
。
そ
れ

ぞ
れ
期
間
を
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
、

平
成
35
年
３
月
31
日
ま
で
と
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い

て
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
執
行
部
】
温
泉
部
門
に
お
い
て
は
水
回

り
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
考
え
て
い
る
。
10

年
か
ら
15
年
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
の
が

こ
の
こ
と
へ
の
対
応
、
居
住
要
件
の
明
確

化
の
た
め
条
例
を
改
正
し
た
。

町
健
康
生
き
が
い
支
援
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正

　
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
新
た
に
子
育
て
支

援
室
を
設
け
使
用
時
間
と
使
用
料
を
定
め

た
。

平
成
30
年
度
一
般
予
算
（
案
）

　
執
行
部
か
ら
予
算
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
が
あ
り
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

　
予
算
規
模
や
財
政
動
向
を
踏
ま
え
、
町

政
を
進
め
る
上
で
長
期
的
展
望
に
立
つ
必

要
性
が
あ
る
こ
と
を
執
行
部
と
合
意
し
、

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
双
方
で
早
急

に
緊
密
な
話
し
合
い
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
み
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

議
案
第
47
号

　
平
成
29
年
度
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
ろ
く
さ
ん
会
館
）
改
修
工
事

【
変
更
増
の
契
約
金
額
】

　
　
　
　
　
　
金
７
０
５
万
２
千
４
百
円

【
既
契
約
金
額
】

　
　
　
　
　
　
金
５
千
４
８
６
万
４
千
円

【
契
約
相
手
】

　
ま
ん
の
う
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
　
　
代
表
者
　
株
式
会
社
　
七
箇
工
業

　
　
　
代
表
取
締
役
　
山
下
　
美
博
　

地方創生のڌをඋ（Ζ͘͞んձؗ）
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報
告
第
１
号

専
決
処
分
の
報
告

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　
平
成
30
年
１
月
24
日
国
道
４
３
８
号
線

の
造
田
付
近
を
走
行
中
の
車
両
に
、
町
所

有
の
看
板
が
強
風
に
よ
り
吹
き
飛
ば
さ
れ

自
家
用
車
を
直
撃
し
、
損
傷
し
た
。

【
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
相
手
方
】

　
　
　
町
在
住
の
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性

【
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賠
償
の
額
】

　
　
　
金
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万
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円
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◇
議
長
　
　
　
　
　
田
岡
　
秀
俊

　◇
副
議
長
　
　
　
　
川
西
米
希
子
　

　
　

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

議
案
第
７
号

議
案
第
４
号

議
案
第
５
号
・
６
号

議
長
・
副
議
長
の
選
挙
結
果

●
平
成
30
年

第
１
回
臨
時
会

即
決
案
件

　 

議
案
第
28
号

議
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議
案
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議
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建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託

　
執
行
部
に
必
要
書
類
の
提
出
と
詳
細
な

説
明
を
求
め
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

道
路
線
の
認
定

　
西
高
篠
で
西
高
篠
本
村
線
、
四
条
で
四

条
こ
ど
も
線
を
認
定
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
四
条
こ
ど
も
園
線
で
終
点
が
四

条
こ
ど
も
園
の
駐
車
場
付
近
と
な
る
が
、

そ
の
先
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
執
行
部
】
終
点
に
つ
い
て
は
、
幅
員
が

４
メ
ー
ト
ル
確
保
で
き
る
部
分
ま
で
を
認

定
す
る
。
そ
こ
か
ら
先
は
現
在
舗
装
さ
れ

整
備
さ
れ
て
い
る
。
町
道
認
定
は
し
な
い

が
、
修
繕
箇
所
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、

公
共
施
設
入
口
が
隣
接
し
て
い
る
た
め
検

討
す
る
。

【
委
員
】
道
路
上
に
電
柱
が
あ
る
が
、
移

転
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

【
執
行
部
】電
柱
に
つ
い
て
は
幅
員
４
メ
ー

ト
ル
確
保
で
き
て
い
る
た
め
特
に
移
設
は

考
え
て
い
な
い
が
、今
後
の
状
況
を
見
る
。

平
成
29
年
度
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
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）（
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予
算
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●
主
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質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
繰
入
金
は
こ
の
金
額
が
限
度
内

額
か
。

【
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行
部
】
国
が
示
す
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入
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準
に
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っ
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内
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入
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華
空
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、
佐
文
の
佐
文
岡

中
筋
線
・
佐
文
笛
の
木
線
の
起
点
を
変
更

し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
地
域
住
民
の
了
解
は
取
れ
て
い

る
の
か
。

【
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行
部
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地
域
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、
了
解
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で
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わ
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に
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７
百
万
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を
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予
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に
追
加
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。

工
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の
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限
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長
が
や
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を
得
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場
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、
運
営
協
議
会
等
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

平
成
30
年
度
町
浄
化
槽
整
備
推
進
事

業
特
別
会
計
予
算
（
案
）

子どもたちの安全が一番　琴南こども園
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●災害廃棄物　●家庭ゴミ　●国民健康保険制度　●子育て支援　●学校給食

教育民生常任委員会

【
委
員
】 

災
害
廃
棄
物
計
画
は
、
い
つ

ま
で
に
策
定
す
る
の
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
平
成
30
年
３
月
中

旬
に
で
き
あ
が
る
予
定
で
あ
る
。中
讃

広
域
行
政
事
務
組
合
が
、
圏
域
内
を
対

象
に
策
定
中
で
あ
る
。環
境
省
の
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
策
定
モ
デ
ル
事
業
の
補
助
を

受
け
て
実
施
し
て
い
る
。

【
委
員
】
天
候
不
順
や
降
雪
の
影
響
で

現
在
、
野
菜
が
高
騰
し
て
い
る
が
給

食
へ
の
影
響
は
な
い
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】
高
騰
の
影
響
な
く

献
立
ど
お
り
提
供
で
き
て
い
る
。

学
校
給
食

健
や
か
な
育
ち
の
た
め
に

香
川
県
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

早
期
に
復
旧
、復
興
を

進
め
る
た
め
に

【
委
員
】 

国
民
健
康
保
険
は
、
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
広
域
化
に
な
る
が
、

住
民
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

の
か
。

【
福
祉
保
険
課
長
】
本
町
か
ら
県
内
の

他
市
町
に
転
出
し
た
場
合
も
、
高
額
療

養
費
の
該
当
回
数
の
カ
ウ
ン
ト
が
通

算
さ
れ
、
経
済
的
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
。 国

民
健
康
保
険
制
度

安
定
的
な
財
政
管
理
、

効
率
的
事
業
の
確
保
の
た
め
に

家
庭
ゴ
ミ

生
活
に
直
結
し
て
い
る

問
題
の
解
決
を

【
委
員
】
自
治
会
に
未
加
入
の
転
入
者

で
も
地
域
の
ゴ
ミ
収
集
か
ご
に
、
ゴ

ミ
を
出
せ
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
自
治
会
加
入
へ
の

取
り
組
み
や
啓
発
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
新

し
い
団
地
で
は
、
新
た
に
自
治
会
的

な
団
体
を
作
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

子
育
て
支
援

子
育
て
家
庭
を

地
域
で
支
え
る

【
委
員
】
ま
ん
の
う
町
地
域
子
育
て
支

援
拠
点
事
業
の
対
象
者
を
３
歳
未
満

の
幼
児
及
び
保
護
者
と
し
、
子
育
て

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
対

象
者
の
住
所
要
件
を
町
内
居
住
と
し

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
自
宅
に
出
向
い

て
い
く
事
業
な
の
で
町
内
に
限
定
し

て
い
る
。

家族だんらん　今はやりの育じい（育事）

増え続ける空き家の有効活用を

災害に備え、おこたらず、点検

子どもたちの楽しみ　おいしい給食

生活を営むうえで切り離せない

●自主防災組織　●業務継続計画　●空き家

総務常任委員会

【
委
員
】
業
務
継
続
計
画
は
、
定
期
的

に
見
直
し
を
行
う
の
か
。

【
総
務
課
長
】
通
常
業
務
と
異
な
る
こ

と
を
行
う
た
め
毎
年
、
見
直
し
を
か

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
委
員
】
発
電
機
の
点
検
は
、
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
本
庁
内
の
非
常
用
電
源

に
つ
い
て
は
、
法
定
内
で
委
託
業
者

に
よ
る
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

【
委
員
】
自
治
会
単
位
で
の
自
主
防
災

組
織
の
結
成
は
な
か
な
か
進
ん
で
い

な
い
。
各
公
民
館
単
位
で
の
防
災
に

つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
。

【
総
務
課
長
】
自
主
防
災
組
織
の
結
成

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
啓
発
を
行
っ

て
い
る
が
進
ま
な
い
。
単
位
自
治
会

自
主
防
災
組
織

自
分
た
ち
の
地
域
を

自
分
た
ち
で
守
る
た
め

【
委
員
】
空
き
家
の
宅
地
利
用
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
企
画
観
光
課
長
】
空
き
家
の
土
地
を

有
効
利
用
す
る
に
は
、
個
人
財
産
、

私
有
財
産
で
あ
る
が
、
あ
る
程
度
行

政
が
介
入
す
る
事
だ
と
思
う
。
い
ろ

い
ろ
問
題
は
あ
る
が
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
整
理
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
の

も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。

空
き
家

有
効
活
用
を

業
務
継
続
計
画
（
ま
ん
の
う
町
）

災
害
発
生
時
、

適
切
に
業
務
を
進
め
る
た
め

“いざ” という時のための真剣な訓練を

※

２
月
14
日
、
四
条
小
学
校
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
新
築
工
事
の
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

現
場
視
察

自
治
会
で
は
、
転
入
者
や
地
域
に
溶

け
込
ん
で
資
源
ゴ
ミ
で
あ
れ
ば
、
当

番
、
役
割
も
担
っ
て
も
ら
い
た
い
と

の
考
え
も
あ
る
と
思
う
。

で
は
難
し
い
が
、
公
民
館
単
位
の
地

区
レ
ベ
ル
で
の
連
合
な
ら
人
数
的
に

も
対
応
で
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
を

実
施
し
て
い
る
。

【
委
員
】
本
町
で

は
、
防
災
に
精
通

し
た
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
雇
用
し

「
防
災
出
前
講
習
」

を
行
っ
て
い
る
。

議
員
全
員
が
受
講

す
る
こ
と
も
必
要

だ
と
思
う
。

【
総
務
課
長
】
議

会
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
検
討
し

た
い
。

15��まんのう町議ձͩより��WPM�2�

委員会報告委員会報告

　WPM�2���まんのう町議ձͩより��1�



●災害廃棄物　●家庭ゴミ　●国民健康保険制度　●子育て支援　●学校給食

教育民生常任委員会

【
委
員
】 

災
害
廃
棄
物
計
画
は
、
い
つ

ま
で
に
策
定
す
る
の
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
平
成
30
年
３
月
中

旬
に
で
き
あ
が
る
予
定
で
あ
る
。中
讃

広
域
行
政
事
務
組
合
が
、
圏
域
内
を
対

象
に
策
定
中
で
あ
る
。環
境
省
の
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
策
定
モ
デ
ル
事
業
の
補
助
を

受
け
て
実
施
し
て
い
る
。

【
委
員
】
天
候
不
順
や
降
雪
の
影
響
で

現
在
、
野
菜
が
高
騰
し
て
い
る
が
給

食
へ
の
影
響
は
な
い
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】
高
騰
の
影
響
な
く

献
立
ど
お
り
提
供
で
き
て
い
る
。

学
校
給
食

健
や
か
な
育
ち
の
た
め
に

香
川
県
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

早
期
に
復
旧
、復
興
を

進
め
る
た
め
に

【
委
員
】 

国
民
健
康
保
険
は
、
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
広
域
化
に
な
る
が
、

住
民
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

の
か
。

【
福
祉
保
険
課
長
】
本
町
か
ら
県
内
の

他
市
町
に
転
出
し
た
場
合
も
、
高
額
療

養
費
の
該
当
回
数
の
カ
ウ
ン
ト
が
通

算
さ
れ
、
経
済
的
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
。 国

民
健
康
保
険
制
度

安
定
的
な
財
政
管
理
、

効
率
的
事
業
の
確
保
の
た
め
に

家
庭
ゴ
ミ

生
活
に
直
結
し
て
い
る

問
題
の
解
決
を

【
委
員
】
自
治
会
に
未
加
入
の
転
入
者

で
も
地
域
の
ゴ
ミ
収
集
か
ご
に
、
ゴ

ミ
を
出
せ
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
自
治
会
加
入
へ
の

取
り
組
み
や
啓
発
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
新

し
い
団
地
で
は
、
新
た
に
自
治
会
的

な
団
体
を
作
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

子
育
て
支
援

子
育
て
家
庭
を

地
域
で
支
え
る

【
委
員
】
ま
ん
の
う
町
地
域
子
育
て
支

援
拠
点
事
業
の
対
象
者
を
３
歳
未
満

の
幼
児
及
び
保
護
者
と
し
、
子
育
て

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
対

象
者
の
住
所
要
件
を
町
内
居
住
と
し

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
自
宅
に
出
向
い

て
い
く
事
業
な
の
で
町
内
に
限
定
し

て
い
る
。

家族だんらん　今はやりの育じい（育事）

増え続ける空き家の有効活用を

災害に備え、おこたらず、点検

子どもたちの楽しみ　おいしい給食

生活を営むうえで切り離せない
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【
委
員
】
業
務
継
続
計
画
は
、
定
期
的

に
見
直
し
を
行
う
の
か
。

【
総
務
課
長
】
通
常
業
務
と
異
な
る
こ

と
を
行
う
た
め
毎
年
、
見
直
し
を
か

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
委
員
】
発
電
機
の
点
検
は
、
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
本
庁
内
の
非
常
用
電
源

に
つ
い
て
は
、
法
定
内
で
委
託
業
者

に
よ
る
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

【
委
員
】
自
治
会
単
位
で
の
自
主
防
災

組
織
の
結
成
は
な
か
な
か
進
ん
で
い

な
い
。
各
公
民
館
単
位
で
の
防
災
に

つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
。

【
総
務
課
長
】
自
主
防
災
組
織
の
結
成

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
啓
発
を
行
っ

て
い
る
が
進
ま
な
い
。
単
位
自
治
会

自
主
防
災
組
織

自
分
た
ち
の
地
域
を

自
分
た
ち
で
守
る
た
め

【
委
員
】
空
き
家
の
宅
地
利
用
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
企
画
観
光
課
長
】
空
き
家
の
土
地
を

有
効
利
用
す
る
に
は
、
個
人
財
産
、

私
有
財
産
で
あ
る
が
、
あ
る
程
度
行

政
が
介
入
す
る
事
だ
と
思
う
。
い
ろ

い
ろ
問
題
は
あ
る
が
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
整
理
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
の

も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。

空
き
家

有
効
活
用
を

業
務
継
続
計
画
（
ま
ん
の
う
町
）

災
害
発
生
時
、

適
切
に
業
務
を
進
め
る
た
め

“いざ” という時のための真剣な訓練を

※

２
月
14
日
、
四
条
小
学
校
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
新
築
工
事
の
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

現
場
視
察

自
治
会
で
は
、
転
入
者
や
地
域
に
溶

け
込
ん
で
資
源
ゴ
ミ
で
あ
れ
ば
、
当

番
、
役
割
も
担
っ
て
も
ら
い
た
い
と

の
考
え
も
あ
る
と
思
う
。

で
は
難
し
い
が
、
公
民
館
単
位
の
地

区
レ
ベ
ル
で
の
連
合
な
ら
人
数
的
に

も
対
応
で
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
を

実
施
し
て
い
る
。

【
委
員
】
本
町
で

は
、
防
災
に
精
通

し
た
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
雇
用
し

「
防
災
出
前
講
習
」

を
行
っ
て
い
る
。

議
員
全
員
が
受
講

す
る
こ
と
も
必
要

だ
と
思
う
。

【
総
務
課
長
】
議

会
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
検
討
し

た
い
。
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町議ձは、どͳたͰもௌͰ͖ます。
ձ議ఔは、ϗーϜページ、
。์ૹͰ͓Βͤしていますࠂ

町議会へ行ってみよう！

議ձのௌ੮（ޙ方）

詳しくは議会事務局へ　

☎0877-73-0109

次回の定例会は
６月に

開催予定です。

議  員
⇩

町長・教育長

議
員
が
町
の
考
え
を
問
う

３
月
定
例
会
で
は
、
９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
情
報
等
は
、
ま
ん
の
う
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
議
会
情
報
）に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

２
月
13
日
、
団
体
営
中
山
間
地
域
所

得
向
上
支
援
事
業
「
追
上
地
区
」・「
東

山
地
区
」
の
工
事
現
場
を
そ
れ
ぞ
れ
視

察
し
ま
し
た
。

【
委
員
】
対
象
筆
数
が
閲
覧
後
、
一
筆

増
え
た
理
由
は
何
な
の
か
。

【
地
籍
調
査
課
長
】
現
地
調
査
の
際
、

条
件
に
も
よ
る
が
合
筆
す
る
ケ
ー
ス

が
何
件
か
あ
る
。
し
か
し
後
日
、
所

有
者
の
都
合
に
よ
り
元
に
戻
す
ケ
ー

ス
も
何
件
か
あ
る
。
今
回
、
総
計
で

実
質
的
に
は
一
筆
増
に
な
っ
た
。

【
委
員
】
境
界
が
確
認
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
筆
界
が
未
定
の
ま
ま
処
理
さ

れ
て
し
ま
う
。
将
来
、
筆
界
未
定
を

解
消
す
る
場
合
、
町
と
し
て
の
処
理

は
問
題
な
い
の
か
。

【
地
籍
調
査
課
長
】
地
籍
調
査
の
処
理

と
し
て
は
問
題
な
い
。
た
だ
、
調
査

終
了
後
は
、
所
有
者
の
間
で
境
界
を

決
定
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

所
有
者
は
、
隣
接
土
地
所
有
者
へ
境

界
立
会
依
頼
や
日
程
調
整
、
測
量
の

委
託
、
登
記
手
数
料
と
い
っ
た
経
費

を
個
人
で
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
。

大
変
な
手
間
と
費
用
が
か
か
る
こ
と

を
十
分
に
説
明
し
て
理
解
い
た
だ
い

て
い
る
。

地
籍
調
査

国
土
の
有
効
活
用
・
保
全
の

た
め
正
確
に
実
態
把
握
を

現
場
視
察

所得支援事業で整備された追上地区の道路

●地籍調査

建設経済常任委員会
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まんのう町HP議会情報　http://www.town.manno.lg.jp/gikai/

町議ձは、どͳたͰもௌͰ͖ます。
ձ議ఔは、ϗーϜページ、
。์ૹͰ͓Βͤしていますࠂ

町議会へ行ってみよう！

議ձのௌ੮（ޙ方）

詳しくは議会事務局へ　

☎0877-73-0109

次回の定例会は
６月に

開催予定です。

議  員
⇩

町長・教育長

議
員
が
町
の
考
え
を
問
う

３
月
定
例
会
で
は
、
９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
情
報
等
は
、
ま
ん
の
う
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
議
会
情
報
）に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

２
月
13
日
、
団
体
営
中
山
間
地
域
所

得
向
上
支
援
事
業
「
追
上
地
区
」・「
東

山
地
区
」
の
工
事
現
場
を
そ
れ
ぞ
れ
視

察
し
ま
し
た
。

【
委
員
】
対
象
筆
数
が
閲
覧
後
、
一
筆

増
え
た
理
由
は
何
な
の
か
。

【
地
籍
調
査
課
長
】
現
地
調
査
の
際
、

条
件
に
も
よ
る
が
合
筆
す
る
ケ
ー
ス

が
何
件
か
あ
る
。
し
か
し
後
日
、
所

有
者
の
都
合
に
よ
り
元
に
戻
す
ケ
ー

ス
も
何
件
か
あ
る
。
今
回
、
総
計
で

実
質
的
に
は
一
筆
増
に
な
っ
た
。

【
委
員
】
境
界
が
確
認
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
筆
界
が
未
定
の
ま
ま
処
理
さ

れ
て
し
ま
う
。
将
来
、
筆
界
未
定
を

解
消
す
る
場
合
、
町
と
し
て
の
処
理

は
問
題
な
い
の
か
。

【
地
籍
調
査
課
長
】
地
籍
調
査
の
処
理

と
し
て
は
問
題
な
い
。
た
だ
、
調
査

終
了
後
は
、
所
有
者
の
間
で
境
界
を

決
定
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

所
有
者
は
、
隣
接
土
地
所
有
者
へ
境

界
立
会
依
頼
や
日
程
調
整
、
測
量
の

委
託
、
登
記
手
数
料
と
い
っ
た
経
費

を
個
人
で
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
。

大
変
な
手
間
と
費
用
が
か
か
る
こ
と

を
十
分
に
説
明
し
て
理
解
い
た
だ
い

て
い
る
。

地
籍
調
査

国
土
の
有
効
活
用
・
保
全
の

た
め
正
確
に
実
態
把
握
を

現
場
視
察

所得支援事業で整備された追上地区の道路

●地籍調査

建設経済常任委員会

1���まんのう町議ձͩより��WPM�2� 　WPM�2���まんのう町議ձͩより��1�

委員会報告一般質問

議　員　名 質　問　内　容 関連ページ

竹林　昌秀

・四選を目指す町長が多選の弊害を如何に克服しようとす
　るのか、町長の手立てと手法を問う。

P18・人口の流出防止のために、不動産取引の活性化施策が不
　可欠と思うが、町長のこれへの取り組み姿勢を問う。

・本町の経済構造と産業構造を、政府統計により、説明を
　求める。

川西米希子
・「まんのう町」の地方創生について

P18
・電子母子健康手帳の導入について

合田　正夫

・道路改良について

P19・満濃南こども園について

・結婚50周年について

川原　茂行
・農業振興について

P19
・有休土地の利用

大西　　豊
・満濃南こども園、施設の統廃合

P20
・満濃中学校のスクールバス利用状況

藤田　昌大
・職員の勤務時間管理について

P20
・町政の中へ町民、職員の為に憲法を守る事

三好　勝利

・買物難民に対する取り組みについて

・婚活クラブに対するバックアップについて P21

・まんのう町の将来像について（農地転用）

白川　正樹
・満濃池一周遊歩道の早期着工を

P21
・イベントの中止・変更について

白川　年男 ・集落の活性化を考える
　（内容については本人の都合により不掲載）



　
　
　平
成
28
年
度
よ
り
地
方
創
生
と
し

て
、
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
る「
ひ
ま
わ

り
関
連
事
業
」に
つ
い
て
は
、
安
定
し
た
商

品
供
給
体
制
が
不
可
欠
で
あ

る
と
思
う
が
、
現
在
の
取
り
組

み
と
今
後
を
問
う
。

　
　
　
鋭
意
商
品
開
発
を
行

い
、
販
売
促
進
に
努
め
る
こ

と
で
農
家
の
所
得
向
上
を
図

り
た
い
。
平
成
30
年
４
月
に
は
、

新
た
な
プ
ラ
ン
ト
設
備
が
完

成
す
る
に
併
せ
、
本
町
出
身

者
が
経
営
す
る
幸
南
食
糧
に

お
い
て
も
Ｏ
Ｅ
Ｍ
と
し
て
納

入
先
ブ
ラ
ン
ド
名
を
使
っ
て

の
販
売
協
力
を
お
ね
が
い
し

て
い
る
。
観
光
面
で
の
継
続

的
な
地
域
活
性
化
策
と
し
て
、

ま
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品

と
し
て
の
安
定
し
た
商
品
供

　
　
　人
の
出
入
り
の
収
支
を
問
う
。

　
　
　
県
外
か
ら
の
転
入
は
、
平
成
28
年

度
は
１
４
４
人
で
あ
り
、
前
年
度
は
１
３
７

人
だ
っ
た
。
転
出
転
入
の
収
支
は
、
17
％

減
で
あ
る
。
地
価
が
低
く
、
広
め
の
住
宅

を
持
て
る
こ
と
。
都
市
と
近
い
こ
と
を
生

か
す
。
空
き
家
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
空
き
地

の
活
用
を
図
る
。

　
　
　空
き
家
の
現
況
を
問
う
。

　
　
　平
成
20
年
度
は
５
０
０
戸
で
空
き

家
率
８
．０
％
で
、
25
年
は
７
３
０
戸
で
10
．

0
％
で
あ
る
。
賃
貸
は
平
成
17
年
に
は
１

３
９
世
帯
で
、
平
成
27
年
に
は
２
６
７
世
帯

で
あ
る
。

　
　
　宅
地
と
住
宅
の
供
給
を
増
や
し
、

そ
れ
ら
の
取
引
を
増
や
す
誘
導
施
策
を
講

ず
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
　
　遊
休
地
の
再
利
用
の
可
能
に
関
す

る
調
査
を
行
い
、
活
用
目
的
を
明
ら
か
に

し
て
、
収
益
を
生
み
出
す
方
法
を
検
討
す
る
。

　
　
　取
引
可
能
な
立
地
条
件
は
何
か
。

　
　
　不
動
産
業
者
と
の
連
携
に
よ
り
検

討
す
る
。

　
　
　町
の
観
光
施
策
の
現
状
と
体
制
の

効
果

・
観
光
協
会
の
設
立
と
近
隣
市
町
の
観
光

協
会
と
の
連
携

・
観
光
に
関
わ
る
活
動
人
口
の
拡
大

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
雇
用
効
果

・
モ
ン
ベ
ル
（
世
界
的
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー

カ
ー
で
企
画
会
社
）
と
の
連
携

・
町
の
観
光
資
源
の
有
機
的
活
用

に
つ
い
て
問
う
。
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
検

証
と
新
た
な
角
度
か
ら
の
戦
略
で
町
の
さ

ら
な
る
活
性
化
を
。

　
　
　
総
合
戦
略
に
お
い
て
、自
然
を
テ
ー

マ
と
し
て
の
発
信
を
掲
げ
て
い
る
が
、指
摘

の
よ
う
に
違
っ
た
角
度
か
ら
の
戦
略
も
有

効
と
考
え
る
。地
域
資
源
の
価
値
を
深
め
、

広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
ご
当
地

検
定
の
創
設
や
、当
町
な
ら
で
は
の
観
光
資

源
を
見
つ
け
る
た
め
に
、外
か
ら
町
を
考
察

し
て
も
ら
う
機
会
づ
く
り
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　妊
娠
の
届
け
に
よ
り
、
自
治
体
が

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
妊
娠
の
経
過
や
子
ど

も
の
健
康
・
発
育
の
状
態
、
予
防
接
種
の

記
録
な
ど
母
親
と
子
ど
も
の
健
康
を
管
理

す
る
た
め
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
率
は
20
、
30
代
で

は
９
割
を
超
え
て
い
る
。
子
育
て
に
関
す

る
最
新
情
報
の
配
信
な
ど
も
含
め
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
利
用
で
き
る
電
子
母

子
健
康
手
帳
の
導
入
を
。

　
　
　
電
子
母
子
健
康
手
帳
は
、
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
問
題
、
技
術
革
新
の
状
況
や
今
後

の
香
川
県
内
で
の
導
入
状
況
、
導
入
自
治

体
で
の
費
用
対
効
果
を
見
て
い
き
な
が
ら

活
用
効
果
等
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　意
思
決
定
の
固
定
化
を
ど
う
や
っ

て
防
ぐ
の
か
。

　
　
　
ど
こ
ま
で
が
多
選
な
の
か
。
一
貫
性

あ
る
行
政
と
な
り
、
職
員
た
ち
に
は
方
向

が
定
ま
る
利
点
も
あ
る
。

　
　
　よ
ど
み
の
な
い
人
事
異
動
を
求
め
、

と
り
わ
け
人
事
権
の
偏
向
の
回
避
を
ど
う

す
る
の
か
。

　
　
　各
種
委
員
の
任
用
は
柔
軟
に
行
う
。

　
　
　顔
の
立
て
合
い
や
恩
の
貸
し
借
り

に
よ
る
癒
着
を
ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え
る

の
か
。

　
　
　何
が
不
都
合
か
、
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　予
め
手
を
打
つ
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
議
会
が
見
張
り
、
牽
制
す
る
役
割
が

不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
懸
命
に
努
め
た
い
。

川
西

川
西

町
長

町
長

竹
林

竹
林

竹
林

竹
林

竹
林

竹
林

町
長

町
長

町
長

町
長

竹
林

町
長

竹
林

町
長

町
長

町
長 よ

ど
み
の
な
い
人
事
で

答 問
今
ま
で
と
違
っ
た
角
度
か
ら
の

戦
略
も
必
要
で
は
な
い
か

今
ま
で
と
違
っ
た
角
度
か
ら
の

戦
略
も
必
要
で
は
な
い
か

安
定
し
た
行
政
と
な
る

視
点
を
変
え
観
光
資
源
の
現
状
、

事
業
展
開
の
可
能
性
等
を
調
査
検
討

答 問
町
長
の
多
選
の

弊
害
克
服
策
を
問
う

町
長
の
多
選
の

弊
害
克
服
策
を
問
う

今
ま
で
と
違
っ
た
角
度
か
ら
の

今
ま
で
と
違
っ
た
角
度
か
ら
の

今
ま
で
と
違
っ
た
角
度
か
ら
の

ま
ん
の
う
町
の
地
方
創
生

母
子
健
康
手
帳

電
子
母
子
健
康
手
帳
の
導
入
を

電
子
母
子
健
康
手
帳
の
導
入
を

問答
小
規
模
自
治
体
で
の
活
用
効

果
等
を
研
究
し
て
い
き
た
い

人
口
流
出
防
止
の
手
立
て

不
動
産
取
引
の

活
性
化
を
求
め
る

不
動
産
取
引
の

活
性
化
を
求
め
る

問答
調
査
し
、民
業
と
と
も
に

検
討
す
る

常に最新情報で子育て支援を東京でまんのう町を大いにPR！（東京港区新橋　香川・愛媛せとうち旬彩館） 川原　茂行�議員

安
定
供
給
に
は
20 

ha
程
度
の

作
付
面
積
が
不
可
欠

答 問
地
域
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品
と
し
て

安
定
し
た
供
給
体
制
の
確
立
を

地
域
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品
と
し
て

安
定
し
た
供
給
体
制
の
確
立
を

ひ
ま
わ
り
生
産

給
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
異
常
気

象
や
台
風
を
考
慮
す
れ
ば
平
成
29
年
同
様

の
作
付
面
積
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

町
長

満
濃
南
こ
ど
も
園

園
の
現
状
と
今
後
を
問
う

園
の
現
状
と
今
後
を
問
う

問答
検
討
委
員
会
に
諮
り

施
設
を
集
合
さ
せ
る

答
現
在
の
町
財
政
状
況
で
は
難
し
い

道
路
改
良

問
道
路
の
維
持
補
修
整
備
に

係
る
予
算
の
増
額
を

道
路
の
維
持
補
修
整
備
に

係
る
予
算
の
増
額
を

園
で
の
幼
児
教
育
の
良
さ
の

一
つ
に
心
身
の
発
達
を
促
す
効
果
の
あ
る

異
年
齢
交
流
が
あ
る
が
、
現
在
の
分
か
れ

た
施
設
の
ま
ま
で
は
、
交
流
が
乏
し
い
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
兄
弟
の
い
る
保
護

者
に
と
っ
て
は
、
送
迎
の
負
担
も
あ
る
。

　
　
　
施
設
が
２
ヶ
所
に
分
か
れ
て
い
る
こ

と
は
、
異
年
齢
交
流
の
効
果
が
発
揮
し
に

く
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

平
成
30
年
度
に
、

旧
幼
稚
園
施

設
の
東
側
及
び

北
側
の
用
地
を

取
得
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
後

基
本
設
計
及
び

実
施
設
計
を
、

平
成
31
年
度
に

造
成
工
事
を
行

い
、
平
成
32
年

度
に
建
物
の
建

築
を
行
い
、
３

年
後
の
開
園
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　
　交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
は
、
道
路
の
維
持
管
理
は
重
要
で
あ
る
。

経
年
劣
化
に
よ
る
ひ
び
割
れ
陥
没
、
ま
た
、

交
通
量
の
増
加
に
伴
い
補
修
修
繕
の
要
望

の
あ
る
道
路
は
多
い
。
ス
ム
ー
ズ
な
事
業

実
施
の
た
め
予
算
の
増
額
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
　
路
面
の
陥
没
、
崩
落
な
ど
に
よ
り
、

事
故
に
繋
が
る
危
険
な
道
路
状
況
の
場
合

は
、
速
や
か
に
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。
町
域

が
広
く
町
道
の
総
延
長
が
４
１
９
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
程
あ
る
た
め
要
望
も
多
い
が
、
現
地

の
状
況
に
応
じ
て
予
算
の
範
囲
内
で
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
満
濃
南
こ
ど
も
園
は
、
０
歳
児
か

ら
２
歳
児
が
、
旧
保
育
所
施
設
で
あ
る
「
に

こ
に
こ
棟
」、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
が
、
旧

幼
稚
園
施
設
で
あ
る
「
わ
く
わ
く
棟
」
と

二
つ
の
施
設
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
ど
も

合
田

合
田

町
長

町
長

合田　正夫�議員

川
原

竹林　昌秀�議員

川西�米希子 議員

同じ敷地内に統合予定の２つの施設

は
か
り
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　平
成
28
年
度
よ
り
地
方
創
生
と
し

て
、
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
る「
ひ
ま
わ

り
関
連
事
業
」に
つ
い
て
は
、
安
定
し
た
商

品
供
給
体
制
が
不
可
欠
で
あ

る
と
思
う
が
、
現
在
の
取
り
組

み
と
今
後
を
問
う
。

　
　
　
鋭
意
商
品
開
発
を
行

い
、
販
売
促
進
に
努
め
る
こ

と
で
農
家
の
所
得
向
上
を
図

り
た
い
。
平
成
30
年
４
月
に
は
、

新
た
な
プ
ラ
ン
ト
設
備
が
完

成
す
る
に
併
せ
、
本
町
出
身

者
が
経
営
す
る
幸
南
食
糧
に

お
い
て
も
Ｏ
Ｅ
Ｍ
と
し
て
納

入
先
ブ
ラ
ン
ド
名
を
使
っ
て

の
販
売
協
力
を
お
ね
が
い
し

て
い
る
。
観
光
面
で
の
継
続

的
な
地
域
活
性
化
策
と
し
て
、

ま
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品

と
し
て
の
安
定
し
た
商
品
供

　
　
　人
の
出
入
り
の
収
支
を
問
う
。

　
　
　
県
外
か
ら
の
転
入
は
、
平
成
28
年

度
は
１
４
４
人
で
あ
り
、
前
年
度
は
１
３
７

人
だ
っ
た
。
転
出
転
入
の
収
支
は
、
17
％

減
で
あ
る
。
地
価
が
低
く
、
広
め
の
住
宅

を
持
て
る
こ
と
。
都
市
と
近
い
こ
と
を
生

か
す
。
空
き
家
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
空
き
地

の
活
用
を
図
る
。

　
　
　空
き
家
の
現
況
を
問
う
。

　
　
　平
成
20
年
度
は
５
０
０
戸
で
空
き

家
率
８
．０
％
で
、
25
年
は
７
３
０
戸
で
10
．

0
％
で
あ
る
。
賃
貸
は
平
成
17
年
に
は
１

３
９
世
帯
で
、
平
成
27
年
に
は
２
６
７
世
帯

で
あ
る
。

　
　
　宅
地
と
住
宅
の
供
給
を
増
や
し
、

そ
れ
ら
の
取
引
を
増
や
す
誘
導
施
策
を
講

ず
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
　
　遊
休
地
の
再
利
用
の
可
能
に
関
す

る
調
査
を
行
い
、
活
用
目
的
を
明
ら
か
に

し
て
、
収
益
を
生
み
出
す
方
法
を
検
討
す
る
。

　
　
　取
引
可
能
な
立
地
条
件
は
何
か
。

　
　
　不
動
産
業
者
と
の
連
携
に
よ
り
検

討
す
る
。

　
　
　町
の
観
光
施
策
の
現
状
と
体
制
の

効
果

・
観
光
協
会
の
設
立
と
近
隣
市
町
の
観
光

協
会
と
の
連
携

・
観
光
に
関
わ
る
活
動
人
口
の
拡
大

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
雇
用
効
果

・
モ
ン
ベ
ル
（
世
界
的
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー

カ
ー
で
企
画
会
社
）
と
の
連
携

・
町
の
観
光
資
源
の
有
機
的
活
用

に
つ
い
て
問
う
。
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
検

証
と
新
た
な
角
度
か
ら
の
戦
略
で
町
の
さ

ら
な
る
活
性
化
を
。

　
　
　
総
合
戦
略
に
お
い
て
、自
然
を
テ
ー

マ
と
し
て
の
発
信
を
掲
げ
て
い
る
が
、指
摘

の
よ
う
に
違
っ
た
角
度
か
ら
の
戦
略
も
有

効
と
考
え
る
。地
域
資
源
の
価
値
を
深
め
、

広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
ご
当
地

検
定
の
創
設
や
、当
町
な
ら
で
は
の
観
光
資

源
を
見
つ
け
る
た
め
に
、外
か
ら
町
を
考
察

し
て
も
ら
う
機
会
づ
く
り
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　妊
娠
の
届
け
に
よ
り
、
自
治
体
が

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
妊
娠
の
経
過
や
子
ど

も
の
健
康
・
発
育
の
状
態
、
予
防
接
種
の

記
録
な
ど
母
親
と
子
ど
も
の
健
康
を
管
理

す
る
た
め
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
率
は
20
、
30
代
で

は
９
割
を
超
え
て
い
る
。
子
育
て
に
関
す

る
最
新
情
報
の
配
信
な
ど
も
含
め
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
利
用
で
き
る
電
子
母

子
健
康
手
帳
の
導
入
を
。

　
　
　
電
子
母
子
健
康
手
帳
は
、
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
問
題
、
技
術
革
新
の
状
況
や
今
後

の
香
川
県
内
で
の
導
入
状
況
、
導
入
自
治

体
で
の
費
用
対
効
果
を
見
て
い
き
な
が
ら

活
用
効
果
等
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　意
思
決
定
の
固
定
化
を
ど
う
や
っ

て
防
ぐ
の
か
。

　
　
　
ど
こ
ま
で
が
多
選
な
の
か
。
一
貫
性

あ
る
行
政
と
な
り
、
職
員
た
ち
に
は
方
向

が
定
ま
る
利
点
も
あ
る
。

　
　
　よ
ど
み
の
な
い
人
事
異
動
を
求
め
、

と
り
わ
け
人
事
権
の
偏
向
の
回
避
を
ど
う

す
る
の
か
。

　
　
　各
種
委
員
の
任
用
は
柔
軟
に
行
う
。

　
　
　顔
の
立
て
合
い
や
恩
の
貸
し
借
り

に
よ
る
癒
着
を
ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え
る

の
か
。

　
　
　何
が
不
都
合
か
、
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　予
め
手
を
打
つ
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
議
会
が
見
張
り
、
牽
制
す
る
役
割
が

不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
懸
命
に
努
め
た
い
。

川
西

川
西

町
長

町
長

竹
林

竹
林

竹
林

竹
林

竹
林

竹
林

町
長

町
長

町
長

町
長

竹
林

町
長

竹
林

町
長

町
長

町
長 よ

ど
み
の
な
い
人
事
で

答 問
今
ま
で
と
違
っ
た
角
度
か
ら
の

戦
略
も
必
要
で
は
な
い
か

今
ま
で
と
違
っ
た
角
度
か
ら
の

戦
略
も
必
要
で
は
な
い
か

安
定
し
た
行
政
と
な
る

視
点
を
変
え
観
光
資
源
の
現
状
、

事
業
展
開
の
可
能
性
等
を
調
査
検
討

答 問
町
長
の
多
選
の

弊
害
克
服
策
を
問
う

町
長
の
多
選
の

弊
害
克
服
策
を
問
う

ま
ん
の
う
町
の
地
方
創
生

母
子
健
康
手
帳

電
子
母
子
健
康
手
帳
の
導
入
を

電
子
母
子
健
康
手
帳
の
導
入
を

問答
小
規
模
自
治
体
で
の
活
用
効

果
等
を
研
究
し
て
い
き
た
い

人
口
流
出
防
止
の
手
立
て

不
動
産
取
引
の

活
性
化
を
求
め
る

不
動
産
取
引
の

活
性
化
を
求
め
る

問答
調
査
し
、民
業
と
と
も
に

検
討
す
る

常に最新情報で子育て支援を東京でまんのう町を大いにPR！（東京港区新橋　香川・愛媛せとうち旬彩館） 川原　茂行�議員

安
定
供
給
に
は
20 

ha
程
度
の

作
付
面
積
が
不
可
欠

答 問
地
域
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品
と
し
て

安
定
し
た
供
給
体
制
の
確
立
を

地
域
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品
と
し
て

安
定
し
た
供
給
体
制
の
確
立
を

地
域
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品
と
し
て

地
域
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品
と
し
て

地
域
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品
と
し
て

ひ
ま
わ
り
生
産

給
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
異
常
気

象
や
台
風
を
考
慮
す
れ
ば
平
成
29
年
同
様

の
作
付
面
積
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

町
長

満
濃
南
こ
ど
も
園

園
の
現
状
と
今
後
を
問
う

園
の
現
状
と
今
後
を
問
う

問答
検
討
委
員
会
に
諮
り

施
設
を
集
合
さ
せ
る

答
現
在
の
町
財
政
状
況
で
は
難
し
い

道
路
改
良

問
道
路
の
維
持
補
修
整
備
に

係
る
予
算
の
増
額
を

道
路
の
維
持
補
修
整
備
に

係
る
予
算
の
増
額
を

園
で
の
幼
児
教
育
の
良
さ
の

一
つ
に
心
身
の
発
達
を
促
す
効
果
の
あ
る

異
年
齢
交
流
が
あ
る
が
、
現
在
の
分
か
れ

た
施
設
の
ま
ま
で
は
、
交
流
が
乏
し
い
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
兄
弟
の
い
る
保
護

者
に
と
っ
て
は
、
送
迎
の
負
担
も
あ
る
。

　
　
　
施
設
が
２
ヶ
所
に
分
か
れ
て
い
る
こ

と
は
、
異
年
齢
交
流
の
効
果
が
発
揮
し
に

く
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

平
成
30
年
度
に
、

旧
幼
稚
園
施

設
の
東
側
及
び

北
側
の
用
地
を

取
得
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
後

基
本
設
計
及
び

実
施
設
計
を
、

平
成
31
年
度
に

造
成
工
事
を
行

い
、
平
成
32
年

度
に
建
物
の
建

築
を
行
い
、
３

年
後
の
開
園
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　
　交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
は
、
道
路
の
維
持
管
理
は
重
要
で
あ
る
。

経
年
劣
化
に
よ
る
ひ
び
割
れ
陥
没
、
ま
た
、

交
通
量
の
増
加
に
伴
い
補
修
修
繕
の
要
望

の
あ
る
道
路
は
多
い
。
ス
ム
ー
ズ
な
事
業

実
施
の
た
め
予
算
の
増
額
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
　
路
面
の
陥
没
、
崩
落
な
ど
に
よ
り
、

事
故
に
繋
が
る
危
険
な
道
路
状
況
の
場
合

は
、
速
や
か
に
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。
町
域

が
広
く
町
道
の
総
延
長
が
４
１
９
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
程
あ
る
た
め
要
望
も
多
い
が
、
現
地

の
状
況
に
応
じ
て
予
算
の
範
囲
内
で
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
満
濃
南
こ
ど
も
園
は
、
０
歳
児
か

ら
２
歳
児
が
、
旧
保
育
所
施
設
で
あ
る
「
に

こ
に
こ
棟
」、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
が
、
旧

幼
稚
園
施
設
で
あ
る
「
わ
く
わ
く
棟
」
と

二
つ
の
施
設
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
ど
も

合
田

合
田

町
長

町
長

合田　正夫�議員

川
原

竹林　昌秀�議員

川西�米希子 議員

同じ敷地内に統合予定の２つの施設

は
か
り
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　憲
法
25
条
に
保
障
す
る
生
活
権
が

守
ら
れ
て
い
る
の
か
。
労
働
三
権
は
保
障

さ
れ
て
い
る
の
か
。
国
民
生
活
に
影
響
の

な
い
よ
う
職
員
の
意
識
高
揚
を
は
か
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
残
業
や
慢
性
的
な
時
間

外
勤
務
の
根
絶
、
休
暇
の
取
り
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
、
業
務
の
負
担
軽
減
な
ど

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
団
体
交

渉
に
つ
い
て
は
、
常
々
労
使
交
渉
の
際
の

要
望
で
あ
っ
た
宿
日
直
勤
務
の
外
部
委
託

を
実
施
し
た
。
労
働
三
権
に
お
け
る
、
団

結
権
、
団
体
交
渉
権
は
守
っ
て
い
る
。
団

体
行
動
権
に
つ
い
て
は
公
務
員
の
公
共
性

に
よ
り
制
約
さ
れ
て
い
る
。
以
上
憲
法
を

遵
守
し
な
が
ら
町
民
の
最
低
限
度
の
生
活

が
守
ら
れ
る
よ
う
、
町
、
一
丸
と
な
っ
て

と
り
く
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
　
　政
府
に
お
い
て
働
き
方
改
革
が
議

論
さ
れ
て
い
る
。
本
町
に
つ
い
て
は
憲
法

に
保
障
さ
れ
て
い
る
働
く
者
の
勤
務
時
間

管
理
は
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

サ
ー
ビ
ス
残
業
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

勤
務
時
間
管
理
の
実
態
を
報
告
し
運
用
を

守
る
こ
と
。

　
　
　
本
町
で
は
勤
怠
、
及
び
本
人
の
意

思
確
認
を
行
い
、
所
属
長
が
時
間
外
勤
務

の
開
始
ま
で
承
認
す
る
。
現
業
や
調
理
員

に
つ
い
て
は
服
務
管
理
簿
で
管
理
し
て
い

る
。

　
　
　今
、
二
つ
の
施
設
に
分
か
れ
て
運

用
し
て
い
る
が
、
い
つ
頃
、
統
廃
合
す
る

の
か
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
旧
満
濃
町

時
代
の
昭
和
50
年
初
期
の
時
点
で
、
人
口

約
１
３
，５
０
０
人
、
長
炭
小
学
校
、
吉

野
小
学
校
、
神
野
小
学
校
、
四
条
小
学
校
、

高
篠
小
学
校
を
、
３
つ
の
校
区
に
統
廃
合

す
る
こ
と
が
決
定
し
、
ま
ず
最
初
に
吉
野

校
区
と
神
野
校
区
を
統
廃
合
し
、
昭
和
55

年
４
月
に
満
濃
南
保
育
所
が
開
所
、
昭
和

56
年
４
月
に
満
濃
南
小
学
校
が
開
校
、
そ

し
て
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
満
濃
南
幼

稚
園
が
離
れ
た
場
所
に
開
園
さ
れ
た
。
こ

の
様
な
時
代
背
景
を
踏
ま
え
て
、
早
急
に

対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後

ど
の
様
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
ん
で
い
く

の
か
。

　
　
　
　
満
濃
南
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、

ニ
ヶ
所
に
分
か
れ
て
、
保
育
と
教
育
を
一

体
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
。

早
急
に
解
決
す
る
た
め
に
、
昨
年
夏
よ
り

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
議
論
を
重
ね

て
お
り
、
本
年
度
の
予
定
と
し
て
は
満
濃

南
こ
ど
も
園
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受
け

て
旧
幼
稚
園
施
設
の
東
側
及
び
北
側
の
用

地
を
取
得
す
る
と
と
も
に
、
基
本
設
計
も

実
施
す
る
予
定
。
平
成
31
年
度
に
実
施
設

計
を
行
い
、
翌
平
成
32
年
度
に
は
建
物
の

建
築
を
行
い
、
３
年
後
の
開
園
を
予
定
し

て
い
る
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

満濃南こども園　にこにこ棟 満濃南こども園　わくわく棟

大西　�豊�議員

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、議
論
を
重
ね
て
い
る

答
満
濃
南
こ
ど
も
園
の
施
設
の

統
廃
合
は
、ど
う
な
る
の
か

満
濃
南
こ
ど
も
園
の
施
設
の

統
廃
合
は
、ど
う
な
る
の
か

問 満
濃
南
こ
ど
も
園

大
西
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育
長

藤田　昌大�議員

藤
田

藤
田

町
長

町
長

問
勤
務
時
間
の
管
理
は

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か

勤
務
時
間
の
管
理
は

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か

町
職
員

管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
行
っ
て
い
る

答
新
た
な
地
権
者
と
協
議

答 問
ゴ
ル
フ
場
の

営
業
停
止
の
影
響
は

ゴ
ル
フ
場
の

営
業
停
止
の
影
響
は

満
濃
池
一
周
遊
歩
道

白川　正樹�議員

①
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

　会
は
解
散

　

②
バ
レ
ー
は
開
催
を
予
定

　
　
　

答
①「
ま
ん
の
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　は
中
止
か

②「
仲
南
地
区
の
バ
レ
ー
大
会
」は

①「
ま
ん
の
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　は
中
止
か

②「
仲
南
地
区
の
バ
レ
ー
大
会
」は

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
変
更

問 　
　
　営
業
停
止
に
よ
り
平
成
33
年
完
成

遊
歩
道
計
画
に
変
更
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　
遊
歩
道
計
画
を
様
々
な
角
度
か
ら

熟
慮
し
て
い
る
が
保
安
林
エ
リ
ア
の
た
め

問
題
解
決
に
時
間
を
要
す
る
。
新
た
な
地

権
者
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
完
成
時
期

の
予
定
は
出
来
る
だ
け
計
画
内
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。
後
世
に
渡
り
意
義
あ
る

周
遊
の
遊
歩
道
と
し
て
住
民
に
親
し
ま
れ

る
存
在
と
な
る
よ
う
、
機
能
と
景
観
を
可

能
な
限
り
確
保
し
た
整
備
に
努
め
る
。

　
　

 
 

①
町
の
夏
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
ま
ん

の
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
中
止
と
の
報

告
だ
が
、
花
火
大
会
等
で
盛
り
上
が
っ
て

い
る
。
一
度
中
止
し
た
行
事
を
次
に
立
ち

上
げ
る
の
は
、
今
ま
で
以
上
の
努
力
が
必

要
と
な
る
が
中
止
は
決
定
か
、
検
討
す
る

余
地
は
あ
る
の
か
。

②
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
２
年
続
け

て
中
止
に
な
っ
た
。
天
候
に
左
右
さ
れ
な

い
よ
う
な
趣
向
に
す
れ
ば
影
響
が
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　
　   

①
実
行
委
員
会
で
今
後
の
あ
り
方

を
諮
っ
た
結
果
、
委
員
会
の
解
散
に
至
っ

た
。開
催
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
企
画
・
運
営

を
希
望
す
る
有
志
を
募
り
体
制
を
整
え
て

実
行
が
必
要
。こ
の
点
を
踏
ま
え
て
早
期

に
方
向
性
を
決
定
し
た
い
。

②
長
い
歴
史
に
培
わ
れ
た
こ
の
大
会
は
地

域
行
事
と

し
て
今
後

も
引
継
ぎ
、

残
し
て
い

く
の
が
肝

要
で
あ
る
。

平
成
30
年

度
も
開
催

を
予
定
し

て
い
る
。

白
川

白
川

町
長

町
長

三好　勝利 議員

毎年　大勢の人でもりあがっているが

移動販売で買い物を楽しむ

誰もがいきいきと活躍できる社会の実現を

公
民
連
携
が
必
要
と
考
え
て
い
る

答 問
こ
の
深
刻
な
問
題
に

ど
う
取
り
組
む

こ
の
深
刻
な
問
題
に

ど
う
取
り
組
む

買
い
物
弱
者

　
　
　本
町
の
高
齢
化
に
関
す
る
深
刻
な

課
題
の
一
つ
に
「
交
通
弱
者
問
題
」「
買

い
物
弱
者
問
題
」
が
あ
る
。
単
な
る
不
便

に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
齢
者
の
健
康
、
社
会

格
差
の
拡
大
な
ど
に
も
関
わ
り
、
更
に
深

刻
な
問
題
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。

　

　
　   

今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
協
力
も
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
行
政
単

独
で
も
民
間
単
独
で
も
解
決
の
道
を
拓
く

こ
と
は
難
し
く
、
地
域
の
発
想
や
創
意
工

夫
に
よ
る
住
民
主
体
の
取
り
組
み
が
な
さ

れ
る
な
ど
、
地
域
、
行
政
、
民
間
事
業
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
連
携
し
た
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　熱
心
に
婚
活
支
援
に
取
り
組
み
、

成
果
実
績
を
上
げ
て
い
る
団
体
に
は
、
町

と
し
て
更
な
る
支
援
も
考
え
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
平
成
27
年
に
策
定
し
た
、「
ま
ん

の
う
町
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
「
ひ
と
の
創
生
の
中
で
若
者
縁

結
び
の
推
進
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
て
い

る
団
体
等
に
つ
い
て
は
、
状
況
等
も
調
査

し
実
績
を
上
げ
て
い
る
団
体
に
は
、
上
乗

せ
を
お
こ
な
う
な
ど
現
在
の
要
綱
を
弾
力

的
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
見
直
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

町
長

三
好

町
長

三
好 婚
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支
援
団
体
の
意
欲
向
上
に

む
け
更
な
る
後
押
し
を

支
援
団
体
の
意
欲
向
上
に

む
け
更
な
る
後
押
し
を

問答
考
え
て
い
き
た
い
．
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にこにこ
合計
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合計
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労
働
三
権

憲
法
を
遵
守
し
、

町
政
運
用
を
行
う
こ
と

憲
法
を
遵
守
し
、

町
政
運
用
を
行
う
こ
と
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町
一
丸
と
な
り
取
り
組
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で
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く
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　憲
法
25
条
に
保
障
す
る
生
活
権
が

守
ら
れ
て
い
る
の
か
。
労
働
三
権
は
保
障

さ
れ
て
い
る
の
か
。
国
民
生
活
に
影
響
の

な
い
よ
う
職
員
の
意
識
高
揚
を
は
か
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
残
業
や
慢
性
的
な
時
間

外
勤
務
の
根
絶
、
休
暇
の
取
り
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
、
業
務
の
負
担
軽
減
な
ど

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
団
体
交

渉
に
つ
い
て
は
、
常
々
労
使
交
渉
の
際
の

要
望
で
あ
っ
た
宿
日
直
勤
務
の
外
部
委
託

を
実
施
し
た
。
労
働
三
権
に
お
け
る
、
団

結
権
、
団
体
交
渉
権
は
守
っ
て
い
る
。
団

体
行
動
権
に
つ
い
て
は
公
務
員
の
公
共
性

に
よ
り
制
約
さ
れ
て
い
る
。
以
上
憲
法
を

遵
守
し
な
が
ら
町
民
の
最
低
限
度
の
生
活

が
守
ら
れ
る
よ
う
、
町
、
一
丸
と
な
っ
て

と
り
く
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
　
　政
府
に
お
い
て
働
き
方
改
革
が
議

論
さ
れ
て
い
る
。
本
町
に
つ
い
て
は
憲
法

に
保
障
さ
れ
て
い
る
働
く
者
の
勤
務
時
間

管
理
は
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

サ
ー
ビ
ス
残
業
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

勤
務
時
間
管
理
の
実
態
を
報
告
し
運
用
を

守
る
こ
と
。

　
　
　
本
町
で
は
勤
怠
、
及
び
本
人
の
意

思
確
認
を
行
い
、
所
属
長
が
時
間
外
勤
務

の
開
始
ま
で
承
認
す
る
。
現
業
や
調
理
員

に
つ
い
て
は
服
務
管
理
簿
で
管
理
し
て
い

る
。

　
　
　今
、
二
つ
の
施
設
に
分
か
れ
て
運

用
し
て
い
る
が
、
い
つ
頃
、
統
廃
合
す
る

の
か
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
旧
満
濃
町

時
代
の
昭
和
50
年
初
期
の
時
点
で
、
人
口

約
１
３
，５
０
０
人
、
長
炭
小
学
校
、
吉

野
小
学
校
、
神
野
小
学
校
、
四
条
小
学
校
、

高
篠
小
学
校
を
、
３
つ
の
校
区
に
統
廃
合

す
る
こ
と
が
決
定
し
、
ま
ず
最
初
に
吉
野

校
区
と
神
野
校
区
を
統
廃
合
し
、
昭
和
55

年
４
月
に
満
濃
南
保
育
所
が
開
所
、
昭
和

56
年
４
月
に
満
濃
南
小
学
校
が
開
校
、
そ

し
て
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
満
濃
南
幼

稚
園
が
離
れ
た
場
所
に
開
園
さ
れ
た
。
こ

の
様
な
時
代
背
景
を
踏
ま
え
て
、
早
急
に
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す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後

ど
の
様
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
ん
で
い
く

の
か
。
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南
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て
は
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ニ
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を
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的
に
運
営
す
る
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と
が
で
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い
状
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を
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を
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の
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び
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の
用
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を
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と
と
も
に
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も
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。
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実
施
設

計
を
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に
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の
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る
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期

の
予
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は
出
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だ
け
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画
内
の
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を
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後
世
に
渡
り
意
義
あ
る
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遊
の
遊
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道
と
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て
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し
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る
存
在
と
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る
よ
う
、
機
能
と
景
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保
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。
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培
わ
れ
た
こ
の
大
会
は
地

域
行
事
と

し
て
今
後

も
引
継
ぎ
、

残
し
て
い

く
の
が
肝

要
で
あ
る
。

平
成
30
年

度
も
開
催

を
予
定
し

て
い
る
。

白
川

白
川

町
長

町
長

三好　勝利 議員

毎年　大勢の人でもりあがっているが

移動販売で買い物を楽しむ

誰もがいきいきと活躍できる社会の実現を

公
民
連
携
が
必
要
と
考
え
て
い
る

答 問
こ
の
深
刻
な
問
題
に

ど
う
取
り
組
む

こ
の
深
刻
な
問
題
に

ど
う
取
り
組
む

こ
の
深
刻
な
問
題
に

こ
の
深
刻
な
問
題
に

こ
の
深
刻
な
問
題
に

買
い
物
弱
者

　
　
　本
町
の
高
齢
化
に
関
す
る
深
刻
な

課
題
の
一
つ
に
「
交
通
弱
者
問
題
」「
買

い
物
弱
者
問
題
」
が
あ
る
。
単
な
る
不
便

に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
齢
者
の
健
康
、
社
会

格
差
の
拡
大
な
ど
に
も
関
わ
り
、
更
に
深

刻
な
問
題
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。

　

　
　   

今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
協
力
も
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
行
政
単

独
で
も
民
間
単
独
で
も
解
決
の
道
を
拓
く

こ
と
は
難
し
く
、
地
域
の
発
想
や
創
意
工

夫
に
よ
る
住
民
主
体
の
取
り
組
み
が
な
さ

れ
る
な
ど
、
地
域
、
行
政
、
民
間
事
業
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
連
携
し
た
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　熱
心
に
婚
活
支
援
に
取
り
組
み
、

成
果
実
績
を
上
げ
て
い
る
団
体
に
は
、
町

と
し
て
更
な
る
支
援
も
考
え
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
平
成
27
年
に
策
定
し
た
、「
ま
ん

の
う
町
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
「
ひ
と
の
創
生
の
中
で
若
者
縁

結
び
の
推
進
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
て
い

る
団
体
等
に
つ
い
て
は
、
状
況
等
も
調
査

し
実
績
を
上
げ
て
い
る
団
体
に
は
、
上
乗

せ
を
お
こ
な
う
な
ど
現
在
の
要
綱
を
弾
力

的
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
見
直
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

町
長

三
好

町
長

三
好 婚

活
支
援

支
援
団
体
の
意
欲
向
上
に

む
け
更
な
る
後
押
し
を

支
援
団
体
の
意
欲
向
上
に

む
け
更
な
る
後
押
し
を

問答
考
え
て
い
き
た
い
．

０歳児

11

１歳児

35

２歳児

40

３歳児

34

４歳児

27

５歳児

30

全体合計

177

にこにこ
合計

86

わくわく
合計

91

労
働
三
権

憲
法
を
遵
守
し
、

町
政
運
用
を
行
う
こ
と

憲
法
を
遵
守
し
、

町
政
運
用
を
行
う
こ
と

問答
町
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
く
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議ձͩより

あ�

と�

が�

き

編
集
委
員
長  

白
川

　正
樹

˔この議ձͩよりは、四ࠃ৽ฉൢചࣜגձࣾにҕୗし、町内のશੈଳにしています。
　についての͓問い合Θͤは、まんのう町議ձ事務0109（��）�-&5　ہ まͰ

今
月
の
表
紙

　まんのう町のా২えγーζンは � ݄Լ
०のۏ南地۠かΒ࢝まり、連休には南
地۠、ͦして満濃池Ώるൈ͖の満濃地۠
の � ݄まͰଓ͖ます。8 ݄Լ०かΒ 10 ݄
にか͚てのҴמりに͚て、農Ոの人た
ͪはඒຯしい͓ถがऩ֭Ͱ͖るようにؤ
ுͬています。

今
月
の
表
紙

田
植
え
シ
ー
ズ
ン

到
来
！

町 議 会 と は

　町議会は、町民から直接選挙で選ばれた議員で構成され、町長から提出された議案
や町民から提出された請願・陳情を審議し、議会として町の最終的な意思を決定する
「議決機関」であり「意思決定機関」です。
　一方、町長は、町議会の決定に基づいて仕事を具体的に実行していく、「執行機関」
となります。
　対等にそれぞれ独立した立場にたって、お互いに考えを出しながら、けん制と均衡
を図り、町の発展と町民の福祉向上に努めています。

町　民

町議会
（議決機関）

選　挙

　
今
回
の
改
選
に
よ
り
新
人

議
員
が
３
名
広
報
委
員
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上

の
新
鮮
な
風
を
お
届
け
で
き

た
ら
と
、
日
々
努
力
を
し
て

い
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
白
川
　
正
樹

副
委
員
長
　
鈴
木
　
崇
容

委
　
　
員
　
松
下
　
一
美

委
　
　
員
　
川
西
米
希
子

委
　
　
員
　
京
兼
　
愛
子

委
　
　
員
　
常
包
　
　
恵

町　長
（執行機関）

条例や予算等の提案

審議（調査・検査）・議決

議員提出の議案（発議）
常任委員会・特別委員会 町役場等

請
願
・
陳
情

広
報
・
会
議
公
開

行
政
サ
ー
ビ
ス

納
税
等




